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ふくしま企業脱炭素化支援体制構築事業 

「サプライチェーン温室効果ガス排出量見える化」支援対象企業選定 

評価項目及び基準表 
 

■共通事項 

① 審査基準日は令和６年７月１９日（申請書提出期限の日）とする。 

② 審査に当たって、各項目の評価は絶対評価とする。 

③ 総合得点が「総配点の 60％以上」であることを必須要件とする。 

 

■募集要項に掲げる審査の基準 

【実施体制】 

・サプライチェーンの排出削減に向けた連携事業者及び取引先金融機関との連携体制 

・社内における脱炭素化に向けた取組の推進体制 

【取組意思】 

・排出量削減に向けた取組やＳＢＴ等の国際的に認知された認証等の取得意欲 

【波及性】 

・自社の排出量、排出量削減目標、削減計画、社内の推進体制、本事業に関する排出量削減

プロセス等の公表範囲 

（具体的な公表範囲） 

①自社の排出量及び削減目標、②自社の排出量削減計画、③自社のサプライチェーンの特

徴、④サプライチェーンでの排出量及び削減目標、⑤サプライチェーンでの削減計画、⑥

自社のサプライチェーンから連携事業者を選んだ理由 

 

■審査 

＜実施体制＞ 

審査項目 審査基準 

（審査項目１） 

サプライチェーンの排出削減

に向けた連携事業者及び取引

先金融機関との連携体制 

・連携事業者、取引先金融機関とともに本事業へ参加すること

としているか。 

・連携事業者、取引先金融機関も含め脱炭素経営に意欲的であ

るか。 

（審査項目２） 

社内における脱炭素化に向け

た取組の推進体制 

・経営陣はじめ脱炭素経営に高い関心があるか。 

 

＜取組意志＞ 

審査項目 審査基準 

（審査項目３） 

排出量削減に向けた取組やＳ

ＢＴ等の国際的に認知された

認証等の取得意欲 

・取得意欲があり、取得に向けた活動をしているか。 
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＜波及性＞ 

審査項目 審査基準 

（審査項目４） 

自社の排出量、排出量削減目標、削減計画、

社内の推進体制、本事業に関する排出量削

減プロセス等の公表範囲 

（公表範囲） 

①自社の GHG排出量及び削減目標 

②自社の GHG削減計画 

③自社のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの特徴 

④ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝでの GHG排出量及び削減目標 

⑤ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝでの GHG削減計画 

⑥自社のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝから連携事業者を選ん

だ理由 

・県内中小企業のモデルとなることに積極的である

か。 

 

◎加点項目 

審査項目 審査基準 

本県のＧＨＧ排出量削減への寄与 連携事業者に県内企業が多数含まれているか。 

積極性 説明会に参加したか。 

 


